
が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
へ

　
令
和
６
年
４
月
分
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
月

額
が
変
わ
り
ま
す
。全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
前

年
比
プ
ラ
ス
３・
２
％
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

児
童
扶
養
手
当
額
も
３・
２
％
引
き
上
げ
ま
す
。

児童扶養手当月額（令和６年４月分から）
※（）内は前年度からの増減額

一部支給額
４万5,490円

～１万740円
（＋1,360円

～＋330円）

１万740円
～ 5,380円

（＋330円～＋170円）

6,440円
～ 3,230円

（＋200円～＋100円）

全部支給額

４万5,500円
（＋1,360円）

１万750円
（＋330円）

6,450円
（＋200円）

第１子

第２子
加算額

第３子以降
加算額

➡
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課

☎
２
７
４
―
８
５
５
７

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期
間
の

免
除
制
度

　

第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
し
た
際
に
、出
産

前
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対�

象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、出
産

日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

※�

出
産
と
は「
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上
の
出

産
」の
こ
と
で
、死
産
・
流
産
・
早
産
を
含
む

免�

除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
月
の
前

月
か
ら
４
か
月
間

※�

多
胎
妊
娠
は
、出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
月

の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら　

➡
問
合
せ　
保
険
課　
☎
２
７
４
―
８
５
４
５

　
竜
王
年
金
事
務
所　
☎
２
７
８
―
１
１
０
０

パ
パ
マ
マ
学
級
・
育
児
学
級（
予
約
制
）

※�

広
報
折
込
の「
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
」も
あ

わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

▼
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
①（
パ
パ
マ
マ
学
級
）

日
時　
4
月
25
日（
木
）午
後
６
時
45
分
～
受
付

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

内�

容　

歯
の
話
、虫
歯
リ
ス
ク
検
査
、食
事
の

話
、妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

▼�

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ー
ガ
と
母
乳
教
室（
パ
パ

マ
マ
学
級
）

日
時　
５
月
11
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
受
付

　
　
　
午
前
９
時
45
分
～
正
午

内�

容　

助
産
師
に
よ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ー

ガ
、母
乳
の
話
な
ど

▼
離
乳
食
教
室（
育
児
学
級
）

日
時　
4
月
26
日（
金
）午
前
９
時
45
分
～
受
付

　
　
　
午
前
10
時
～

内�

容　

離
乳
食
開
始
の
時
期
や
1
回
量
、硬
さ

な
ど
基
本
の「
き
」の
部
分
を
学
び
ま
す
。

定
員　
14
組（
先
着
）

※�

当
日
は
パ
パ
マ
マ
学
級
の
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
と
同
時
開
催
の
予
定
で
す
。基

本
的
に
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、教
室
の
中

で
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ　
健
康
増
進
課

☎
２
７
４
―
８
５
４
２

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
労
支
援

①
パ
ソ
コ
ン
講
座

日�

時　
５
月
12
日
～
７
月
28
日

　
　
　

�

毎
週
日
曜
日�(

ワ
ー
ド
講
座
6
回
、エ

ク
セ
ル
講
座
6
回)�

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
イ
ン
ナ
カ
ゴ
ミ

　
　
　

(

山
之
神
流
通
団
地
２
ー
７
ー
９)

対����

象
・
定
員　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、寡
婦　
各
10
人

※�

費
用
は
無
料
、無
料
の
託
児
あ
り
。

※�

両
講
座
受
講
可
能
で
す
。ま
た
、応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　
４
月
12
日(

金)

ま
で

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

日
時　
６
月
１
日
～
12
月
７
日
ま
で
の
土
曜
日

　
　
　
（
全
24
回
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
山
梨
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
甲
府
市
朝
日
四
丁
目
５
―
21
）

対�

象
・
定
員　

県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、寡
婦　
20
人

※
無
料
の
託
児
あ
り

※�

全
日
程
を
出
席
で
き
る
人
。ま
た
、応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

受
講
料　
７
，０
０
０
円

申
込
期
限　
５
月
２
日（
木
）ま
で

➡�

問
合
せ　
（
一
財
）山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会　
山
梨
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー　
　
　
☎
２
５
２
―
７
０
１
４

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

各
種
健
診
と
希
望
調
査

　
特
定
健
診
、人
間
ド
ッ
ク
、が
ん
検
診
な
ど
の

各
種
健
診
の
申
し
込
み
は
、４
月
中
旬
に
健
診

受
診
対
象
の
世
帯
に
郵
送
す
る「
各
種
健
診
ご

案
内
と
希
望
調
査
申
込
書
」で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。年
齢
や
加
入
医
療
保
険
に
よ
っ
て
受
け
ら

れ
る
健
診
が
異
な
り
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認

し
て
４
月
30
日（
火
）ま
で
に
希
望
調
査
申
込
書

を
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。期
限
ま
で
に
返

送
が
な
い
と
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
調
査
票
は
、世
帯
ご
と
１
通（
世
帯
構
成

人
数
に
よ
っ
て
は
２
通
）、送
ら
れ
ま
す
。

※�「
各
種
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
含
む
）ご
案
内
と
希

望
調
査
申
込
書
」が
届
か
な
い
場
合
は
、４
月

30
日（
火
）ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
宮
が
ん
検
診（
頸
部
）希
望
者

　
希
望
調
査
申
込
書
を
期
限
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。６
月
に
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談
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健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て



▼
人
間
ド
ッ
ク
受
診
希
望
者

　
希
望
調
査
申
込
書
を
期
限
ま
で
に
返
送
す
る

か
、健
康
増
進
課
、玉
穂
・
豊
富
支
所
へ
直
接
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

締
め
切
り
以
降
の
申
し
込
み
は
一
切
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
に
お
け
る
子
宮
が
ん
検
診
は
公

費
助
成
対
象
外（
有
料
）で
す
。た
だ
し
、市
が

発
行
す
る「
子
宮
が
ん
検
診（
頸
部
）受
診
票
」

を
使
用
し
、指
定
医
療
機
関（
山
梨
県
産
婦
人

科
医
会
加
入
指
定
医
療
機
関
）で
受
診
す
る

場
合
は
、公
費
助
成
の
対
象
で
す
。

▼�

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
配
布
に
つ
い
て

　

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
、個
別
の
受

診
勧
奨
を
行
い
ま
す
。対
象
者
に
は
、５
月
頃
に

「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」を
郵
送
し
ま
す

の
で
、早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診

　
　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
40
歳
の
女
性

※�

有
効
期
限
は
令
和
７
年
１
月
末
で
す
。詳
細

は
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
４
２

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

　
令
和
６
年
度
よ
り
対
象
者
が
変
更
と
な
り
ま

す
。対
象
者
は
期
限
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

①�

65
歳
の
人

②�

接
種
日
に
60
歳
～
65
歳
未
満
で
心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
、ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有

す
る
人（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）

※�

対
象
①
の
人
に
は
誕
生
日
を
迎
え
る
前
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

※�

対
象
②
の
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、健

康
増
進
課
へ
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
医
師
の

意
見
書
を
持
参
し
て
予
診
票
を
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。

助
成
金
額　
５
，０
０
０
円

※�

対
象
者
の
う
ち
、生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、接
種

前
に
健
康
増
進
課
で
予
防
接
種
費
免
除
券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
４
２

風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

　

市
で
は
、風
し
ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防

接
種
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。対
象
者
で
、

ま
だ
検
査
な
ど
を
受
検
し
て
い
な
い
人
に
は
４

月
中
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、助

成
期
限
ま
で
に
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

対�

象　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性

助
成
期
限　
令
和
６
年
度
ま
で

受�

検
方
法　
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
抗
体
検

査
を
受
け
、十
分
な
量
の
抗
体
が
な
い
人
に

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
４
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

身
体
障
が
い
者
等
減
免
手
続
き

　

昨
年
度
減
免
の
申
請
を
し
た
人
に
は
、４
月

上
旬
に「
軽
自
動
車
税
に
係
る
現
況
報
告
書（
減

免
継
続
申
請
書
）」を
郵
送
し
ま
す
の
で
、使
用

状
況
な
ど
に
つ
い
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
報
告
書
の
回
答
に
よ
り
、前
年
度
の
内

容
な
ど
に
変
更
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
場

合
は
減
免
継
続
と
な
り
、税
務
課
で
の
減
免
手

続
き
は
不
要
で
す
。前
年
度
の
内
容
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、改
め
て
減
免
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。な
お
、今
年
度
新
た
に
申
請

を
す
る
人
は
、税
務
課
で
の
減
免
手
続
き
が
必

要
で
す
。

※�

回
答
が
な
い
場
合
は
、減
免
の
継
続
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。変
更
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
税
務
課　
☎
２
７
４
―
８
５
４
６

障
が
い
者（
児
）に
対
す
る
各
種
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
永
続
す

る
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
障
が
い
程
度

　

概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
程
度
、療

育
手
帳
Ａ
１
～
Ｂ
１
程
度
の
知
的
障
が
い
ま
た

は
、同
程
度
以
上
の
精
神
障
が
い
を
有
す
る
人

手
当
月
額　
１
級　
５
万
５
，３
５
０
円

　
　
　
　
　

２
級　
３
万
６
，８
６
０
円

▼
特
別
障
害
者
手
当

　
著
し
く
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
以
上
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
障
が
い
程
度

　
概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
異
な
る

障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
人
、最
重
度
程
度
の

知
的
障
が
い
、ま
た
は
同
程
度
以
上
の
精
神
障

が
い
を
有
す
る
人

手
当
月
額　
２
万
８
，８
４
０
円

※�

施
設
入
所
・
３
ヶ
月
以
上
の
入
院
や
所
得
制

限
な
ど
で
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
た
め
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳

未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
障
が
い
程
度

　

概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
、療
育
手

帳
Ａ
―
２
ａ
程
度
の
知
的
障
が
い
、ま
た
は
同

程
度
以
上
の
精
神
障
が
い
を
有
す
る
人

手
当
月
額　
１
万
５
，６
９
０
円

※��

施
設
入
所
や
所
得
制
限
な
ど
で
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。手
続
き
な
ど

の
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
福
祉
課　
☎
２
７
４
―
８
５
４
4

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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て
と

〜
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
支
援
の「
輪
」
〜

４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

　

毎
年
４
月
２
日
は「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」と
制
定
さ
れ
、各
国
で
自
閉
症

に
つ
い
て
家
庭
や
社
会
全
体
の
理
解
が

進
む
よ
う
に
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
は「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」を
含
め
、４
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
を「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」と

し
て
、自
閉
症
を
含
む
発
達
障
が
い
に
つ

い
て
の
正
し
い
理
解
の
啓
発
に
取
り
組

む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、脳
の
発
達
の
仕
方
の

違
い
か
ら
、感
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
苦

手
で
あ
る
た
め
、ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で

い
て
も
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
知
り
、理
解
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
現
実
に
つ

な
が
り
ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
福
祉
課☎

２
７
４
―
８
５
４
４

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

　

金
婚
記
念
な
ど
を
迎
え
る
夫
婦
に
対
し
、お

祝
い
と
し
て
記
念
写
真（
撮
影
代
含
む
一
式
）ま

た
は
商
品
券
の
ど
ち
ら
か
を
、希
望
に
よ
り
11

月
22
日（
い
い
夫
婦
の
日
）に
贈
呈
し
ま
す
。

対�

象�

中
央
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お
り
、次
の

①
②
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
夫
婦

①�

金
婚(

昭
和
49
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
50
年

3
月
31
日
の
間
に
結
婚
し
た
夫
婦)

②�

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚(

昭
和
39
年
4
月
１
日
か
ら

昭
和
40
年
３
月
１
日
の
間
に
結
婚
し
た
夫
婦)

申
請
場
所　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
印
鑑
、戸
籍
謄
本（
夫
婦
記
載
の
も
の
）

申
請
期
限　
９
月
30
日（
月
）ま
で

※
10
月
1
日
以
降
は
次
年
度
に
な
り
ま
す
。

➡
問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
５
８

ま
ご
こ
ろ
学
園　
学
生
募
集

　

高
齢
者
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
、定
期
的
な

学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
学
生
同
士

の
親
睦
を
図
り
、誰
も
が
気
軽
に
学
べ
る
場
と

し
て
、令
和
６
年
度「
ま
ご
こ
ろ
学
園
」を
開
校

し
ま
す
。入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

内�

容　
月
１
回
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。日
時

な
ど
は
、毎
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

第
１
回
は
５
月
21
日（
火
）に
開
校
式
と
学
習

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

➡
申
込
み
・
問
合
せ　
生
涯
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
―
８
５
２
２

　

　

み
な
さ
ん
は
、夜
間
睡
眠
中
ト
イ
レ
に
起
き
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。夜
間
睡
眠
後
に
1
回
以
上（
起
床
時
は

除
く
）ト
イ
レ
に
起
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
症
状
を
、夜

間
頻
尿
と
い
い
、加
齢
と
共
に
そ
の
頻
度
が
高
く
な
り
、

日
常
生
活
の
質
を
落
と
す
困
っ
た
症
状
の
１
つ
で
す
。

こ
の
夜
間
頻
尿
は
、大
き
く
分
け
て
３
つ
の
原
因
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

1【
多
尿
】　

1
日
24
時
間
の
尿
量
が
多
い
た
め
、ト
イ

レ
の
回
数
が
多
く
な
り
、結
果
と
し
て
夜
間
頻
尿
に
な

り
ま
す
。1
日
の
尿
量
が
40
㎖
／
㎏
体
重
を
超
え
る
場

合（
例
：
体
重
50
㎏
の
人
は
、40
㎖
／
㎏
ｘ
50
㎏
＝
2
，

０
０
０
㎖
）が
こ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　【
夜
間
多
尿
】　
夜
間
入
眠
中
の
み
尿
量
が
多
い
た
め
、

夜
間
頻
尿
に
な
り
ま
す
。65
歳
以
上
の
人
で
、1
日
24
時

間
の
全
尿
量
に
対
し
て
夜
間
睡
眠
中
の
尿
量
の
割
合
が

33
％
を
超
え
る
場
合（
例
１
，５
０
０
㎖
／
日
と
し
た
場

合
、約
５
０
０
㎖
に
相
当
）が
こ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

2【
膀
胱
容
量
の
減
少
】　
膀
胱
は
お
腹
の
下
の
方
に
あ

る
尿
を
貯
め
る
袋
で
す
が
、貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
尿

量
が
少
な
い
と
少
し
尿
が
貯
ま
る
だ
け
で
す
ぐ
に
一
杯

に
な
り
、何
回
も
ト
イ
レ
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、夜

間
頻
尿
に
な
り
ま
す
。

3【
睡
眠
障
害
】　
眠
り
が
浅
く
す
ぐ
目
が
覚
め
て
し
ま

う
た
め
、目
が
覚
め
る
度
に
ト
イ
レ
が
気
に
な
っ
て
夜

間
頻
尿
に
な
り
ま
す
。適
切
に
夜
間
頻
尿
に
対
処
す
る

た
め
に
、こ
れ
ら
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
自
分
で
夜
間
の
ト
イ
レ
の
際
に

目
盛
り
付
の
コ
ッ
プ
で
1
回
の
尿
量
を
計
測
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
毎
回
十
分
な
尿
量
で
あ
る
場
合

　

�（
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
２
０
０
～
３
０
０
㎖
）

・
多
尿
も
し
く
は
夜
間
多
尿
に
よ
る
夜
間
頻
尿

②�����

十
分
な
尿
量
で
な
い
場
合

　

�（
お
お
よ
そ
の
目
安
と
し
て
1
０
０
㎖
以
下
）

・
膀
胱
容
量
減
少
に
よ
る
夜
間
頻
尿

　
こ
れ
ら
に
、睡
眠
障
害
が
関
係
し
て
く
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　
も
う
少
し
詳
し
く
、自
分
の
排
尿
習
慣
を
知
り
た
い

場
合
は
、排
尿
の
日
記
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。具
体
的

な
方
法
は
、朝
起
床
後
か
ら
翌
日
の
朝
起
床
ま
で
、排
尿

し
た
時
刻
と
目
盛
り
付
の
コ
ッ
プ
で
測
定
し
た
尿
量
を

日
記
と
し
て
記
録
し
ま
す
。（
例
：
７
時
２
５
０
㎖
、11

時
２
０
０
㎖
・
・
・
）こ
れ
で
、1
回
の
排
尿
量（
膀
胱

に
貯
め
て
お
け
る
尿
量
、す
な
わ
ち
膀
胱
容
量
）と
1
日

（
活
動
時
と
睡
眠
時
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）の
排

尿
回
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
、お
お
よ
そ
の
原
因
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。原
因
が
分
か
っ
た
時
点
で
、多

尿
・
夜
間
多
尿
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、自
分
で
で
き

る
対
処
法（
生
活
習
慣
の
見
直
し
）が
あ
り
ま
す
。1
日

の
水
分
摂
取
量
の
目
安
を
体
重
の
約
2
％（
例
：
体
重

50
㎏
の
人
は
、１
，０
０
０
㎖
程
度
）や
、1
日
の
尿
量
を

20
～
25
㎖
／
㎏（
例
：
体
重
50
㎏
の
人
は
、１
，０
０
０

～
1
，５
０
０
㎖
程
度
）に
な
る
よ
う
に
飲
水
量
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。更
に
、夕
方
以
降
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア
ル

コ
ー
ル
を
控
え
る
こ
と
で
、夜
間
頻
尿
が
1
回
程
度
減

少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ま
た
、1
日
の
塩
分
摂

取
量
を
６
ｇ
以
下
に
す
る
こ
と
、夕
方
以
降
の
散
歩
な

ど
の
適
度
な
運
動
で
夜
間
頻
尿
が
減
少
す
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。た
だ
し
、こ
れ
ら
を
や
り
過
ぎ
る（
例
：
夏
の

暑
い
日
に
、喉
が
渇
く
に
も
関
ら
ず
過
度
に
飲
水
を
制

限
す
る
な
ど
）と
脱
水
症
に
な
っ
て
し
ま
う
、ま
た
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て
睡
眠
障
害
な
ど
が
起
き
て
し
ま
う
と

逆
効
果
で
す
の
で
、ご
自
身
の
体
調
と
相
談
し
な
が
ら

可
能
な
範
囲
で
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、膀
胱
容
量
の
減
少
や
睡
眠
障
害
が
存
在
す

る
場
合
は
、薬
物
治
療
等
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
い

た
め
、お
近
く
の
泌
尿
器
科
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。本
稿
を
通
じ
て
夜
間
頻
尿
に
関
し
て
、

少
し
で
も
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

企
画　
一
般
財
団
法
人　
里
仁
会

夜
間
の
ト
イ
レ
、何
回
行
き
ま
す
か

夜
間
の
ト
イ
レ
、何
回
行
き
ま
す
か

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
泌
尿
器
科
　
講
師
　
吉
良�

聡

みなさんみなさん
のの
健康健康

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集
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マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。ＳＮＳでも紹介しています。ぜひご覧ください。

 木製遊具が贈られました　　～子育て支援センター～ 2/21（水）

サッカーゴールが整備されました　～田富わんぱく児童館～2/22（木）

代々続く味噌づくり　　～山宮地区公民館～ 2/25（日）

各ＳＮＳの閲覧はこちらから各ＳＮＳの閲覧はこちらから インスタグラムインスタグラム フェイスブックフェイスブック

園に戻って、ごみを分別しました

　みかさこども園の年中・年長児が
市役所周辺の道路、公園、空き地、側溝
などのごみ拾いを行いました。
　園児は「ビールの缶だ！」「ボロボロ
傘だ！」と、宝探しのように張り切っ
ていました。拾ったごみは、分別マー
クを確認しながら仕分けを行いまし
た。きれいになったまちに、みんなの
心が晴れやかになりました。

青少年赤十字活動　～地域のごみ拾い～　　～中央市役所周辺～2/13（火）

こんなにごみが落ちてたよ

楽しそうに遊ぶ姿が印象的でした

　子育て支援センター「しん☆ち
び」に、甲府工業高校建築科の３年
生５人のグループが製作した木製
の遊具などが贈られました。
　この作品は「課題研究」という授
業の一環で、子育て支援センターで
活用できるように生徒が設計、製作
してくれたものです。ぜひ遊びに来
てください♪

木のお家に大興奮！

整備されたサッカーゴールです

　わんぱく児童館に、サッカーゴール
が整備されました。このサッカーゴー
ルは「令和５年度児童福祉施設等創造
活動備品整備助成金」の交付を受けて
整備されたものです。
　この日は、授与式が行われ、中央市
民生委員児童委員協議会の佐藤会長
から望月市長に助成金交付書が手渡
されました。

子どもたちのために、ありがとうございます

大きな釜で大豆を焚き上げます

　大鳥居山宮地区では、毎年地
域のみなさんによる味噌づく
りが行われています。
　この味噌づくりは、山宮地区
で50年以上前から続けられて
いるそうで、無添加の手づくり
味噌が作られています。代々受
け継がれてきた伝統の味を守
り続けてほしいですね。

味噌を丸めて桶に詰めています
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活発な意見交換がなされました

笑顔で６年生を送り出します

　豊富小学校で６年生を送る会が
開催されました。６年生に感謝の
気持ちを込めて、５年生を中心に
歌や演奏、メッセージカードを贈
りました。６年生からは卒業式に
出席できない下級生のために当日
に合唱する歌を披露しました。６
年生との思い出となるひと時を過
ごしました。

  ６年生を送る会　　～豊富小学校～2/29（木）

感謝を込めてメッセージカードのプレゼント！

デンマーク王国大使と意見交換　～東京都・駐日デンマーク王国大使館～

大使と交流を深めました

2/29（木）

 全国訪問おはなし隊がやってきた　～玉穂生涯学習館～3/2（土）

火災への注意を呼びかけました　～イオンタウン山梨中央～ 3/3（日）
楽しいお話を聞かせてくれました 550冊以上の絵本が載せられています

　講談社「本とあそぼう全国訪問おはな
し隊」のキャラバンカー見学とおはなし
会が行われました。
　初めてみるキャラバンカーに興味
津々の子どもたち。青空のもと、親子で
絵本を読む姿が見られました。
　また、おはなし会では絵本の読み聞か
せと紙芝居が行われ、子どもたちの笑顔
があふれる素敵な時間となりました。

ロープ渡過にチャレンジ！

　春季全国火災予防運動に伴
い、中央市消防団と甲府地区消
防本部の連携による啓発活動
が実施されました。
　会場では、みなさんに消防活
動を知ってもらうために、消防
体験コーナーや消防車両の展
示などが行われ、市民の防火意
識の高揚を図りました。

さまざまな車両が展示されました

　望月市長と赤岡副市長が駐日デンマーク
王国大使館を訪問し、地方創生の取り組みに
ついて、ピーター タクソ-イェンセン大使と
会談しました。駐日デンマーク王国大使館は
国内の複数の自治体と協定を結び、さまざま
な社会課題解決に向けた取り組みを進めて
います。会談では、今後の情報交換の強化や
交流推進に向け、お互いに協力していくこと
で意見が一致しました。



21　広報ちゅうおう
令和６年（2024）４月号　№ 218

花壇の手入れが行われました　　～山之神地内～3/5（火）

朗読の世界を楽しむ　　～豊富支所地域コミュニティースペース～ 3/9（土）

  新たな旅の始まり　　～市内公立中学校～3/11（月）

各ＳＮＳの閲覧はこちらから各ＳＮＳの閲覧はこちらから インスタグラムインスタグラム フェイスブックフェイスブック

きれいな花が咲くのを楽しみにしています

　中央市田富ボランティア「てん
とう虫会」のみなさんが、昭和バ
イパス沿いの花壇でパンパスグ
ラス刈り取り作業を行いました。
　この花壇は、てんとう虫会で
維持管理しており、毎年さまざ
まな植物を育ててくれていま
す。きれいに手入れをしていた
だき、ありがとうございます。

手際よく作業が進められました

朗読に耳を傾けていました

　中央市文化協会朗読部「つく
ばねの会」による朗読会が開催
されました。
　朗読会では「吉四六話」など
の物語の朗読やオカリナ・ピ
アノ演奏など、６つの演目が披
露され、会場のみなさんは穏や
かな雰囲気の中で、朗読の世界
を楽しんでいる様子でした。

美しい音色が響きました♪

　市内公立中学校で卒業式が行われました。両校合わ
せて279人の生徒が母校を巣立ち新たな道への一歩
を踏み出しました。
　式では、中学校生活の思い出や、家族、友人、恩師な
どに感謝の気持ちが述べられました。式後の最後の
ホームルームでは、担任の先生から1人ひとりにメッ
セージが贈られ、最後の時間を過ごしました。それぞ
れ違う道を進む友達と円陣を組み頑張ろう！と声を
掛け合い、これまで辛い時、楽しい時を共有した仲間
たちに笑顔で別れを告げました。
　田富中学校、玉穂中学校のみなさんご卒業おめでと
うございます！

卒業生から感謝の言葉(田富中) 担任の先生と固い握手(玉穂中)

中学校生活終了！！ (玉穂中) 卒業証書を受け取ります(田富中) 大好きな先生と記念写真！ (田富中) 卒業証書を受け取ります(玉穂中)
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